
令和６年２月８日 

令和５年度 武蔵野市立第二小学校 学校評価報告書 
【評価 Ａ：十分に達成されている Ｂ：概ね達成されている Ｃ：達成がやや不十分である Ｄ：達成が不十分である】                      校長名 松原 修 

項目 重点目標 取組状況・成果・課題 評価 改善策・対応策 学校関係者評価における意見 

豊
か
な
心 

 

友達のよさを認め、互いに

思いやりのある言葉をかけ

合えるような指導 

【成果】 

7 生活安全（保護者） 

学校は、友達のよさを認め、互

いに思いやりのある行動をとれ

るよう指導している。 

〇肯定的評価 

（89.6→88.9→86.5％） Ｂ 

 

・児童も、友達のよいところを認め

たり、思いやりをもった行動をと

ったりすることができている

（90.3→89.9％）と回答してい

る。帰りの会や異年齢集団活動等

で振り返りの場面を設定し、継続

して指導していく。 

 

・教員の姿勢が大きく影響すると思います。ここが高い評価

になっていることは、先生方の子どもへのかかわりが、一

人一人のよさを認めていることの表れでしょう。協働の活

動を通して、子ども同士が“勉強ができる”“運動ができ

る”などだけでなく、一人一人の魅力や能力に気付いたり、

認め合うことができることを望みます。ＩＣＴが進んでい

くのも大事に、直接的な体験も大切にしていただけたらと

思います。 

・学校は楽しいところ、友達に会え、話もできる。いやなと

ころは勉強、宿題をやらなくてはいけない。学校（社会）

は、自分のよいところを伸ばし、自分がいやなことは他人

も同じということを理解させることが大切。 

・全体として肯定的な回答が多く、先生方による集団指導が

効果を生んでいるものと思います。ただ、質問８について

は、保護者の回答のうち「十分に達成されている」が３割

程度にとどまり、「分からない」も減少傾向にあるとはい

え２割程度の回答があるので、今後はさらに学校での指導

や児童の様子などを保護者に発信することが必要ではな

いかと思われます。国の教育振興基本計画でもウェルビー

イング（身体的・精神的・社会的に良い状態にあること）

がキーワードになっており、児童が安心して学校生活を送

れるよう、さらに工夫していかれるとありがたく存じま

す。地域としても、学校の求めに応じて積極的に支援すべ

きと痛感しました。 

・多くの児童が肯定的な評価をしているが、そうではない事

案が発生したときに、適切な指導やクラスでの振り返り等

のフォローが必要だと思う。 

・アンケートでトラブルを早期発見した場合の対応策はど

うか。（アンケートで記入した児童が求めるようなフォロ

ーができたか）保護者と共有ができれば保護者の評価も上

がると思う。 

 

いじめの未然防止、早期発

見・対応・解決 

【成果】 

8 生活安全（児童） 

安心して学校生活を過ごすこ

とができていますか。 

〇肯定的評価 

（86.9→88.9→89.7％） 

【課題】 

8 生活安全（保護者） 

学校はアンケー卜等を活用し、

いじめの未然防止や早期発見及

び的確な対応をしている。 

〇肯定的評価 

（65.4→71.1→71.7％） 

Ｃ 

 

・児童は、９割弱が安心して学校生

活を送っていると回答している。

保護者アンケートでも、肯定的評

価が増え、「わからない」という

回答が減った（26.2→21.1→

19.2％）。引き続き、学校の取組

を積極的に発信していく。 

《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 

・ウェルビーイングについては、これまで以上に意識をして取り組んでいく必要がある。来年度は、家庭と子どもの支援員も、教育委員会と連携して、常駐

型を導入する方向で調整をしている。不登校や登校しぶりが増えている状況を踏まえ、子どもたちが安心して学校に通えるための環境づくりを進めていく。 

・「安心できる学校生活を送るためのアンケート」において、保護者に伝えるべき内容の記述があった場合は、保護者と共有して対応していく。 

 



項目 重点目標 取組状況・成果・課題 評価 改善策・対応策 学校関係者評価における意見 

 
 
 

確
か
な
学
力 

 

指導計画に則った意図的、

計画的な授業 

【成果】 

1 学習活動（保護者） 

お子さんは授業を楽しく受け

ている。 

〇肯定的評価 

（94.7→90.4→88.6％） 

2 学習活動（保護者） 

お子さんは学年に必要な学力

が身に付いている。 

（同 89.6→83.4→88.0％） 

3 学習活動（保護者） 

学校は、学習指導を工夫して、

学習効果が上がるようにしてい

る。 （同 85.5→87.1→84.3％） 

 

 

 

【課題】 

5 学習活動 

 学習習慣・家庭学習・宿題 

（保護者 84.6％ 児童 80.5％） 

（児童 D: 6.9％） 

 

Ａ 

 

・児童は、授業を楽しくうけている

（89.3→90.9％）、授業の内容はよ

く分かる（93.3→94.7％）と回答し

ている。同様に、学習については、

保護者も比較的肯定的評価が多

い。その回答に見合う学力を身に

付けさせていく必要がある。 

 

・校内研で算数を取り上げ、多様な考

えが出る問題の開発、価値のある

協働的な学びができる場面設定等

に取り組んでいる。授業の中で自

分の考えを伝えたり発表したりし

ながら、学びを深めていけるよう

にしていく。 

 

・家庭学習については、児童の負担感

や家庭の考え方が、家庭ごとに違

っている。全体としては、児童の負

担感を減らし、デジタル教材の活

用を増やしていきたい。 

・学校教育が変わっていく中で、今学校で、どんなことをどんなふ

うにやっているのか、伝えていく必要がある。 

（Ｅ：わからないが多いことについて） 

・小野先生をお招きしての校内研の取組は、とてもよいと思う。外

からの風が入り、風通しよい学校生活をさらに浸透させていける

とよいと思う。 

・学習塾に行けな子のために、学校の授業をしっかりやってほしい。 

・子どもたちの発表の形式は多様化している。手を挙げて、黒板の

前で発表する従来のスタイルにこだわる必要はない。教員も子ど

もも、発表のイメージを変えていく必要がある。 

・コンピュータで発表されるが、これからは、自分の言葉で発言で

きるのがよいと思うのですが。人の前で、自分の考えや意見をは

っきり言えるようになるといいですね。 

・家庭のかかわり方に左右されない学習環境を用意することはとて

も大切だと思う。 

・これらの項目についても肯定的な回答が多いので、先生方の授業

における学習指導が効果的なのだと感じます。開かれた学校づく

り協議会の場でも話題になりましたが、項目３で児童の回答率が

低いのは、端末を通してとか、グループ学習の中での自由討議も

含むかどうかについて、児童の理解が十分でないこともあるかと

思います。今後は、この項目が実際にどのようなことを意味して

いるのか、児童が十分に理解してから回答させることが必要と考

えました。個人的な意見としては、「協働的な学び」が重要となっ

ていることから、できるだけ異なる意見や立場の児童同士が情報

交換できるとか、端末を通してでもよいので地域の方々や他市・

他県の児童との意見交換の機会を増やすことで、多角的に思考す

る姿勢や意見交換の能力が高まるのではないかと感じています。

一方で気になるのは、子どもたちの視力低下です。端末を使う時

間が増えるほど、画面を見る姿勢や距離・時間などの指導の必要

性が増しますので、これについても配慮が必要と考えます。ただ、

GIGA スクールのシステムが導入され、一方で働き方改革もありま

す。先生方はかぎられた時間の中で指導を工夫されており大変だ

と思いますので、可能な範囲での取組みができれば幸いです。 

・９割の児童が授業を楽しく受けており、素晴らしいことだと思う。 

・学習者用コンピュータは、効果的に活用されている。旅行のポス

ターは、親を超えたと感じた。 

・模擬ＳＮＳの取組を通して、子どもたちはＩＣＴのメリット、デ

メリットを感じているようだ。 

・パソコンの授業を重視すると、漢字が使えなくなるのが心配です。 

・デジタル教材の活用を増やす場合、保護者との共有も大切だと思

う。紙の宿題と異なる点は、保護者が見れない、何をしているか

分からないことである。児童の習熟度による学習量の増減も、デ

ジタル教材の場合、取りやすいと思う。今後のコンピュータ使用

における教区に期待したい。 

 

ＩＣＴ機器を有効に活用で

きる指導計画の充実 

【成果】 

4 学習活動 

 児童の学習意欲 

（保護者 81.3％ 児童 88.7％） 

Ｃ 

 

・児童の様子を見ていると、学習者用

コンピュータを利用することで、

普段は授業に消極的な児童でも、

意欲的に取り組もうとしている様

子は見られる。今後は、学習の定着

度や、学習以外に利用している児

童がいないか、確認していく必要

がある。 

《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 

・アンケート項目について、学校が何を知りたいのか、その内容を子どもたちが理解しているかを、確認する必要性を改めて感じた。児童が発表することについて、従来の挙手をして

黒板の前に出るというスタイルにこだわらない、今日的な形を取り入れていきたい。また、ＩＣＴについても、保護者と情報を共有しながら活用を進めるとともに、子どもたちの 

視力も含め、ＩＣＴのデメリットが出ないように、改めて情報モラル教育、デジタルシティズンシップ教育に取り組んでいく。 



 

項目 重点目標 取組状況・成果・課題 評価 改善策・対応策 学校関係者評価における意見 

 
 
 

健
や
か
な
体 

 

運動に親しむ態度・体力の

向上 

【成果】 

10 健康体力（保護者） 

学校は、体育の授業、休み時間

の外遊びを通して、運動に親し

む態度を養い、体力の向上に取

り組んでいる。 

〇肯定的評価 

（90.2→90.7→89.5％） 

Ｂ 

 

・児童数が少しずつ増えていており、校庭

も、全校児童が同時に遊ぶには、手狭に

なっている。二小オリンピックや、学校

として計画的に取り組む活動を工夫し

ていきたい。 

・年齢の小さいうちに運動を促し、体力向上に努める必要がある。

一斉に“遊びましょう”“外に出ましょう”と促すだけでなく、戸

外活動の快さ、楽しさを感じられる経験を積ませていきたい。 

・「十分に達成されている」の回答率をみると、児童に比べて保護

者の方がかなり低いように見受けられます。実際の項目は、児童

は自分自身の状況、保護者は学校での指導の認知なので、当然か

もしれません。ただ、指導の認知であれば、さらに保護者に向け

て情報発信していくことで回答率が向上するのではないかと考

えます。子どもたちが「元気に遊び」「楽しく食べる」ことは、前

述のウェルビーイングの基本だと思いますので、今の二小の状況

は良い傾向だと感じました。 

・歯磨き習慣は個によって違うので、全員がしましょうと一律に押

し付けるのはどうかと思う。 

・体育館を生かして、全児童がのびのび体を動かせる環境があると

よい。マラソン大会など、運動会とは別にイベントで盛り上げて

はどうか。 

・ホームページで給食の様子を発信しており、保護者が見ることが

できてよい。継続してほしい。 

 

給食指導や食に関する指

導、給食後の歯磨き 

【成果】 

11 健康体力 

食事のルールやマナーを守っ

て、給食を楽しく食べています

か。 

（保護者 75.8％ 児童 93.2％） 

Ｂ 

 

・児童は、食事のルールやマナーを守っ

て、給食を楽しく食べていると回答して

いるが、保護者は学校の様子が分からな

い。給食の様子等も、発信していく必要

がある。また、歯磨き指導は、さらに浸

透させていきたい。 

《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 

・今年度始めた歯磨き指導は、まだ子どもたちに十分浸透していない。一律の押し付けにならないようい配慮しつつ、継続して取り組んでいく。 

・児童数が増えており、休み時間の校庭も子どもたちであふれている。来年度は、休み時間に、順番に体育館を活用できるようしていく。 

保
護
者
・
地
域
と
の
連
携 

 

保護者や地域の協力者の支

援のもと、校外学習や地域

学習の推進 

【成果】 

開校１５０周年に関する取組

や、武蔵境活性化委員会とコラ

ボした武蔵野市民科の取組も、

充実させることができた。 
Ａ 

 

・児童の発想を生かしながら、マン

ネリにならない取組を、引き続き

工夫していく。 

・150 周年という輝かしい歴史を誇りに、今後とも積み重ねてくだ

さい。 

・パッケージのデザインは、ＮＧワードを設定して考えてもらった

が、子どもたちがよく工夫していた。 

・コロナ禍前の取組状況に戻ってきている。引き続き、授業等で連

携していく。 

・保護者（父親）の方は、多く学校に携わって、自分の子どもだけ

でなく、他の子どもたちも観て、自分の子どものよいところを知

り、見つけてもらいたいです。子どもが卒業生したら終わりでは

なく、地域に住んでいる以上、永い間地域の人となってよい地域

にしていただきたい。 

・150 周年事業、武蔵境活性化委員会との連携による市民科、いず

れも充実した内容と成果だったと思います。学校外との関係が増

えるのは、まさに「社会に開かれた教育課程」の実体化となるの

で、児童の成長に効果的だと思いますが、同時に先生方の負担や

トラブル発生の可能性も増えるので、学校としてはリスクも増え

るのかもしれません。ただ、二小の地域はとても穏やかで協力的

で、先生方も前向きのようですので、大変嬉しく思っています。

武蔵野の森を育てる会との連携も、ありがたいことです。指導要

領で「持続可能な社会の創り手」が謳われていることもあり、当

会としても環境教育の面でさらにお役に立てるよう尽力する所

存です。今後とも、よろしくお願い申し上げます。 

 

各種たよりやホームページ

等を活用した情報発信 

【成果】 

13 その他 

学校は、教育活動について各

種便りやホームページ等を活用

して定期的に情報を発信し、学

校の様子を知らせようとしてい

る。 

〇肯定的評価 

（97.4→95.4→96.2％） 

Ａ 

 

・昨年度に引き続き、高い評価をい

ただいている。保護者のニーズを

とらえた情報を発信できるよう

に、これからも工夫していく。 

《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 

・情報が保護者まで届いていないということを強く感じる。各種たよりについては、デジタル化を進めていく。ただし、そのことでかえって保護者に情報が

届かなくなってしまうことも懸念される。必要に応じて、紙での情報発信とデジタルでの情報発信を使い分けていく必要がある。 


